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令和７年12月1日現在令和７年12月1日現在

無担保、無保証人、低利子で融資無担保、無保証人、低利子で融資
～マル経融資制度～

利子補給（1.0％）制度が利用できます!
　マル経融資制度は、小規模事業者の皆様の経営改
善に必要な事業資金を館山商工会議所の推薦により
「㈱日本政策金融公庫」から借りられる国の制度です。

※�ご利用の際には各種要件がございますのでお問
い合わせください。☎ 22－8330

担保、保証人 不　要
貸付 限 度 額 2,000万円
返 済 期 間 10年以内（＊運転資金は7年以内）
利 率 年2.10％（令和７年 12 月 1日現在）

融 資 対 象
従業員（家族従事者、パート、法人
の役員除く）が商業・サービス業
は5名以下、製造業・その他は20
名以下の小規模事業者

◇～千葉県商工会議所連合会2025年度会頭・副会頭会議を開催～
県内21会議所会頭・副会頭が地域課題を県に要望
県連共通要望として熊谷知事に中小企業支援等8点を要望

◇潮流を読む
「どうすれば地方自治体のガバナンスを強化できるか」

◇トレンド通信
「必ずやってくる『未来のトレンド』をイメージする方法」

◇クラウドな話　「会社防災のすすめ」
◇青年部の窓
「館山駅ロータリーライトアップ事業」

◇新入会員紹介
◇日本史のトビラ  「ウサギ・バブルはじける」

館山商工会議所HP館山商工会議所HP 館山商工会議所館山商工会議所
公式 LINE 始めました！公式 LINE 始めました！

会議所は企業の要、地域の灯会議所は企業の要、地域の灯

20252025
会員数 891 名会員数 891 名
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会 議 所 だ よ り
令 和 7 年 12 月 10 日（2）

■法　　律	 千葉県産業振興センター

■税　　務	 葛西　　博　先生
	 川名　敏昭　先生

■商標 特許	 神崎　正浩　先生
ご相談のときは事前にご連絡下さい。

～
千
葉
県
商
工
会
議
所
連
合
会
２
０
２
５
年
度
会
頭
・
副
会
頭
会
議
を
開
催
～

県
内
21
会
議
所
会
頭
・
副
会
頭
が
地
域
課
題
を
県
に
要
望

県
連
共
通
要
望
と
し
て
熊
谷
知
事
に
中
小
企
業
最
長
支
援
等
８
点
を
要
望

　

千
葉
県
商
工
会
議
所
連
合
会
は
、
１１
月
１４
日
（
金
）
に
県
内
２１
の
商
工
会
議
所
会
頭
・
副
会
頭

と
熊
谷
俊
人
千
葉
県
知
事
を
は
じ
め
県
幹
部
職
員
に
よ
る
会
議
を
開
催
し
た
。
会
議
で
は
、
各
地

会
頭
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
課
題
を
熊
谷
知
事
に
直
接
訴
え
た
。

　

２１
商
工
会
議
所
の
共
通
要
望
と
し
て
は
、
①
「
千
葉
県
中
小
企
業
成
長
促
進
補
助
金
」
の
県
一

般
財
源
化
と
継
続
②
日
本
遺
産
「
北
総
四
都
市
江
戸
紀
行
」
の
活
用
に
よ
る
地
域
振
興
③
物
価
高

騰
等
諸
課
題
に
対
す
る
中
小
企
業
等
へ
の
支
援
④
商
店
街
等
を
対
象
と
し
た
支
援
策
の
拡
充
⑤
販

路
拡
大
・
デ
ジ
タ
ル
化
等
中
小
企
業
へ
の
成
長
支
援
策
⑥
外
国
人
材
の
受
け
入
れ
に
対
す
る
支
援
⑦

新
湾
岸
道
路
の
早
期
実
現
⑧
千
葉
北
西
連
絡
道
路
の
整
備
促
進
の
８
点
が
要
望
さ
れ
た
。

　

ま
た
、当
所
の
単
独
要
望
と
し
て
は
、重
要
な
地
域
課
題
で
あ
る
①
Ｊ
Ｒ
内
房
線
の
利
便
性
向
上
、

安
全
・
安
心
な
利
用
環
境
維
持
②
「
館
山
港
多
目
的
桟
橋
」
の
機
能
強
化
③
幹
線
道
路
の
整
備
の

３
点
に
つ
い
て
要
望
し
た
。

「
交
通
網
の
整
備
」
関
係

【
要
望
事
項
①
】

　

Ｊ
Ｒ
内
房
線
に
お
け
る
観
光
客

や
通
勤
・
通
学
客
の
利
便
性
向
上
、

安
全
・
安
心
な
利
用
環
境
の
維
持

な
ど
に
つ
い
て

【
千
葉
県
の
回
答
】

　

内
房
線
は
、
沿
線
の
地
域
住
民

の
日
常
生
活
は
も
と
よ
り
、
南
房

総
地
域
の
観
光
を
は
じ
め
と
す
る

地
域
振
興
の
た
め
に
、
き
わ
め
て

重
要
な
路
線
で
あ
る
と
認
識
し
て

お
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
県
と
市
町
村
等
で

構
成
す
る｢

千
葉
県
Ｊ
Ｒ
線
複
線

化
等
促
進
期
成
同
盟｣

を
通
じ
て
、

２
両
編
成
の
列
車
の
混
雑
緩
和

や
、
自
転
車
を
積
載
で
き
る
列
車

の
定
期
運
行
の
ほ
か
、
東
京
直
通

の
特
急
列
車
の
復
活
な
ど
の
内
房

線
の
利
便
性
向
上
や
安
全
・
安
心

対
策
に
つ
い
て
、
毎
年
要
望
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
と
も
、
沿
線
市
町
と
連
携

し
て
、
鉄
道
の
利
便
性
向
上
や
地

域
活
性
化
に
資
す
る
取
組
の
推
進

に
つ
い
て
、Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
対
し
、

働
き
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。

「
地
域
開
発
・
地
域
振
興
」
関
係

【
要
望
事
項
②
】

　

多
様
な
船
舶
の
一
時
寄
港
が
可

能
と
な
る
「
館
山
港
多
目
的
観
光

桟
橋
」の
機
能
強
化
に
つ
い
て

【
千
葉
県
の
回
答
】

　

桟
橋
の
利
用
拡
大
と
安
全
性
向

上
を
図
る
た
め
、
本
年
３
月
に
バ

ス
の
転
回
や
待
機
に
必
要
と
な
る

桟
橋
先
端
部
の
拡
幅
が
完
了
し
ま

し
た
。

　

係
留
施
設
等
の
具
体
的
な
整

備
内
容
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き　

市
を
含
む
関
係
機
関
と
調
整
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

高
速
ジ
ェ
ッ
ト
船
等
の
船
舶
が

安
全
に
利
用
で
き
る
よ
う
、
桟
橋

の
利
用
状
況
や
需
要
動
向
を
踏
ま

え
、
必
要
な
係
留
施
設
等
の
検
討

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

「
交
通
網
の
整
備
」
関
係

【
要
望
事
項
③
】

　

南
房
総
地
域
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

を
最
大
限
に
発
揮
さ
せ
る
幹
線
道

路
の
整
備
に
つ
い
て

【
千
葉
県
の
回
答
】

《
一
般
国
道
富
津
館
山
道
路
の
４

車
線
化
》

　

富
津
館
山
道
路
に
つ
い
て
は
、

令
和
７
年
２
月
ま
で
に
都
市
計
画
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の
変
更
や
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の

手
続
き
が
完
了
し
、
全
線
４
車
線

化
に
向
け
た
事
業
の
実
施
環
境
を

整
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
富
津
竹
岡
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
以
南
の
約
３
・
４
ｋ
ｍ
に

つ
い
て
は
、
東
日
本
高
速
道
路
株

式
会
社
が
、
付
加
車
線
事
業
と
し

て
今
年
度
か
ら
測
量
等
を
着
手
し

た
と
こ
ろ
で
す
。

　

引
き
続
き
、
早
期
に
４
車
線
の

事
業
化
が
図
ら
れ
る
よ
う
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

《
国
道
１
２
７
号
館
山
バ
イ
パ
ス

の
早
期
４
車
線
化
及
び
地
域
防
災

力
強
化
及
び
防
災
・
減
災
を
図
る

た
め
の
道
路
防
災
対
策
》

　

富
浦
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら

館
山
市
内
ま
で
の
国
道
１
２
７
号

の
館
富
ト
ン
ネ
ル
を
含
む
川
名
・

富
浦
地
区
の
４
車
線
化
に
つ
い
て

は
、国
に
お
い
て
、新
た
な
ト
ン
ネ

ル
の
工
事
着
手
に
向
け
、
切
土
工

事
や
の
り
面
工
事
な
ど
を
実
施
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
引
き
続

き
、
国
道
１
２
７
号
防
災
事
業
が

推
進
さ
れ
る
よ
う
、
国
に
働
き
か

け
て
ま
い
り
ま
す
。

《
地
域
高
規
格
道
路「
館
山
・
鴨
川

道
路
」の
早
期
具
体
化
及
び
整
備
》

　

館
山
・
鴨
川
道
路
に
つ
い
て
は
、

地
元
市
町
と
と
も
に
、
優
先
整
備

区
間
を
検
討
す
る
た
め
、
道
路
交

通
に
関
す
る
課
題
の
抽
出
や
整
理

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

引
き
続
き
、
地
域
が
目
指
す
ま

ち
づ
く
り
の
将
来
像
な
ど
を
踏
ま

え
、検
討
を
深
め
て
ま
い
り
ま
す
。

《
東
京
湾
口
道
路
の
早
期
具
体
化
》

　

東
京
湾
口
道
路
は
、
房
総
半
島

と
三
浦
半
島
を
結
び
、
地
域
の
利

便
性
の
向
上
や
経
済
の
活
性
化
な

ど
を
図
る
上
で
、
非
常
に
重
要
な

道
路
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

県
で
は
、県
、沿
線
市
及
び
経
済

団
体
等
で
組
織
す
る
「
東
京
湾
環

状
道
路
並
び
に
関
連
道
路
建
設
促

進
期
成
同
盟
」を
通
じ
て
、東
京
湾

口
道
路
の
実
現
に
必
要
な
調
査
に

つ
い
て
国
に
要
望
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

引
き
続
き
、
沿
線
自
治
体
と
連

携
し
て
構
想
の
実
現
に
向
け
、
取

◇国が作った経営者のための「退職金制度」小規模企業共済
<加入のお勧め>
・�個人事業主（共同経営者含む）又は会社等の役員の方が事業をやめるか退職した場合に、生活の安定や事
業の再建を図るための資金をあらかじめ準備しておく国がつくった共済制度ですので、加入をご検討くだ
さい。「小規模企業の経営者のための退職金制度」といえます。

<制度の特徴>
・払い込んだ掛金は、確定申告により全額所得控除で節税効果があります。
・受け取る共済金は、廃業や退職時の他、65歳以上で 180か月以上掛金を納付した方も受取可能です。
・急に事業資金が必要になったときは、納付済掛金合計額の範囲内で事業資金の借入れが可能です。

<加入できる方>
・�常時使用する従業員数が20人以下の個人事業主及び会社等の役員、個人事業主に属する共同経営者（個人
事業主１人につき２人まで）。※サービス業（除：宿泊業、娯楽業）、商業の場合は常時使用従業員5名以下
・掛金月額は、１千円～７万円の範囲内で自由に選べます。

<お問い合わせ先>
・加入申込みは、館山商工会議所の窓口でお取扱いしています。
中小企業基盤整備機構共済制度URL　https://kyosai-web.smrj.go.jp/skyosai/index.html

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

《
船
形
バ
イ
パ
ス
の
整
備
に
つ
い
て
》

　

船
形
バ
イ
パ
ス
の
う
ち
、
県
道

犬
掛
館
山
線
の
バ
イ
パ
ス
と
し
て

整
備
し
て
い
る
０
・
５
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
区
間
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
に
用
地
取
得
が
完
了
し
た
と
こ

ろ
で
す
。

　

現
在
、
国
道
１
２
７
号
と
福
沢

川
を
渡
河
す
る
橋
梁
の
間
に
つ
い

て
道
路
改
良
工
事
を
実
施
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。ま
た
、無
電
柱
化

に
つ
い
て
も
、今
後
、関
係
機
関
と

調
整
す
る
た
め
の
概
略
検
討
を
実

施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

引
き
続
き
、
地
元
の
皆
様
の
御

理
解
と
御
協
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。
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潮

流

を

読

む

潮

流

を

読

む
問
題
と
な
る
言
葉
と
し
て
使
用
さ
れ

る
企
業
ガ
バ
ナ
ン
ス
で
あ
ろ
う
。
企

業
ガ
バ
ナ
ン
ス
は
、
健
全
な
企
業
経

営
を
行
う
た
め
の
組
織
管
理
体
制
、

内
部
統
制
を
指
す
。
特
に
、
組
織

内
部
に
お
い
て
相
互
を
け
ん
制
す
る

意
味
を
持
つ
内
部
統
制
は
、
企
業
の

業
務
の
有
効
性
と
効
率
性
、
法
令

順
守
、
資
産
の
保
全
を
確
保
す
る
た

め
の
仕
組
み
で
あ
る
。
企
業
の
社
長

は
、
取
締
役
会
が
決
定
し
た
基
本
方

針
に
基
づ
い
て
内
部
統
制
を
実
施
す

る
必
要
が
あ
り
、
加
え
て
そ
れ
を
整

備
・
運
用
す
る
最
終
責
任
者
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
社
長
自
身
に
不
祥
事
な

ど
の
問
題
が
あ
れ
ば
、
内
部
統
制
、

ガ
バ
ナ
ン
ス
は
機
能
せ
ず
、
健
全
な

経
営
は
成
り
立
た
な
い
。
こ
の
意
味

に
お
い
て
、
地
方
の
首
長
の
ガ
バ
ナ

ン
ス
上
の
責
任
は
非
常
に
重
く
、
地

方
自
治
体
の
健
全
な
運
営
に
及
ぼ
す

影
響
は
計
り
知
れ
な
い
。

　

こ
こ
で
、
総
務
省
に
よ
る
地
方
公

共
団
体
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
あ
り
方
に

関
す
る
資
料
［
注
１
］
と
地
方
自
治

法
に
基
づ
き
、
地
方
自
治
体
に
お
け

る
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
整
理
す
る
。
地
方

自
治
体
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
は
、
地
域

住
民
の
参
加
と
透
明
性
を
重
視
し
、

地
方
公
共
団
体
の
適
切
な
運
営
を

　

最
近
、
地
方
自
治
体
の
首
長
の
問

題
が
メ
デ
ィ
ア
を
に
ぎ
わ
す
こ
と
が

多
い
。
そ
の
背
景
に
は
、
首
長
だ
け

の
問
題
で
は
な
く
、
首
長
、
住
民
、

住
民
の
代
表
で
あ
る
地
方
議
会
・
議

員
、
役
所
な
ど
の
執
行
機
関
を
含
め

た
地
方
自
治
体
に
お
け
る
ガ
バ
ナ
ン

ス
の
問
題
が
あ
ろ
う
。
類
似
の
言
葉

で
あ
る
ガ
バ
メ
ン
ト
は
国
の
統
治
、

地
方
の
自
治
そ
の
も
の
を
意
味
す
る

の
に
対
し
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
は
、
国

の
統
治
、
地
方
自
治
を
担
う
関
係

者
が
そ
の
相
互
作
用
や
意
思
決
定
に

よ
り
、社
会
規
範
や
制
度
を
形
成
し
、

強
化
し
て
、
再
構
成
し
て
い
く
こ
と

を
意
味
す
る
。

　

分
か
り
や
す
い
例
と
し
て
は
、
企

業
の
不
祥
事
な
ど
の
予
防
、
対
策
で

実
現
す
る
た
め
の
重
要
な
枠
組
み
と

さ
れ
て
い
る
。
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
基
本

構
造
と
し
て
は
、
住
民
、
地
方
議
会
、

執
行
機
関
（
首
長
な
ど
）、
監
査
機

関
と
い
っ
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
主
体
が

相
互
に
関
与
し
、
チ
ェ
ッ
ク
し
合
う

仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。
地
方
議
会

は
住
民
を
代
表
す
る
機
関
で
あ
り
、

執
行
機
関
の
行
動
を
監
視
し
、
政

策
決
定
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
。
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う

に
、
地
方
自
治
体
に
お
け
る
ガ
バ
ナ

ン
ス
と
は
、
地
方
自
治
を
担
う
関
係

者
が
そ
の
相
互
作
用
や
意
思
決
定
に

よ
り
、社
会
規
範
や
制
度
を
形
成
し
、

強
化
し
て
、
再
構
成
し
て
い
く
仕
組

み
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
企
業
ガ
バ
ナ
ン
ス
は
株

主
な
ど
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
た

め
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
で
あ
る
が
、
地
方

自
治
体
の
そ
れ
は
異
な
る
。
住
民
自

治
が
地
方
自
治
の
根
幹
を
成
す
こ
と

か
ら
、こ
こ
で
は
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

で
あ
る
地
域
住
民
の
た
め
の
ガ
バ
ナ

ン
ス
と
な
る
。
前
述
の
総
務
省
の
資

料
（
注
１
参
照
）
で
は
、「
適
切
な

役
割
分
担
に
よ
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
が

強
調
さ
れ
て
お
り
、
首
長
、
監
査
委

員
、
議
会
、
住
民
の
役
割
が
明
確
に

さ
れ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
住
民
の
意
見
が
政
策

に
反
映
さ
れ
や
す
く
な
り
、
よ
り
良

い
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
実
現
さ
れ
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
れ
ば
、
適
切
な

地
方
公
共
団
体
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
構

築
す
る
た
め
に
、
政
策
に
反
映
さ
れ

る
「
住
民
の
意
見
」
に
は
、
少
な
く

と
も
社
会
規
範
上
の
高
い
『
民
度
』

が
求
め
ら
れ
、
そ
れ
が
適
切
な
ガ
バ

ナ
ン
ス
を
担
う
首
長
、
議
会
議
員
の

選
出
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

最
後
に
、
本
稿
の
テ
ー
マ
で
あ
る

「
ど
う
す
れ
ば
地
方
自
治
体
の
ガ
バ

ナ
ン
ス
を
強
化
で
き
る
か
」
に
対
す

る
答
え
は
、
当
然
な
が
ら
全
て
の
住

民
が
社
会
規
範
と
責
任
を
持
っ
て
主

体
的
に
地
域
の
運
営
、
ガ
バ
ナ
ン
ス

に
関
与
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
以

外
の
答
え
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。

（
10
月
20
日
執
筆
）

［
注
１
］
総
務
省
「
地
方
公
共
団
体

の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
あ
り
方
に
関
す
る

参
考
資
料
」
２
０
１
４
年
８
月
29
日

第
31
次
地
方
制
度
調
査
会
第
６
回

専
門
小
委
員
会　

参
考
資
料
２

株
式
会
社
大
和
総
研　

金
融
調
査
部

主
席
研
究
員　

内
野　

逸
勢

「
ど
う
す
れ
ば
地
方
自
治
体
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
強
化
で
き
る
か
」

「
ど
う
す
れ
ば
地
方
自
治
体
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
強
化
で
き
る
か
」

株式会社スノー・フィード・サービス
南房総市千倉町川戸 1181 番地 / TEL 0470-22-3255

聖夜に贈る、拘りのブランド牛

さとみふせひめぎゅう
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８
月
５
日
に
観
測
史
上
最
高
と
な

る
41
・
８
度
を
群
馬
県
伊
勢
崎
市

で
記
録
す
る
な
ど
、
今
年
の
夏
は
こ

れ
ま
で
で
最
も
暑
い
夏
で
し
た
。
こ

の
数
年
、
毎
年
の
よ
う
に
暑
さ
が
増

し
て
最
高
気
温
だ
け
で
な
く
、
猛
暑

日
や
真
夏
日
の
日
数
も
過
去
最
高
を

更
新
す
る
こ
と
が
常
態
化
し
て
い
ま

す
。
地
球
温
暖
化
の
原
因
に
つ
い
て

は
諸
説
あ
り
ま
す
が
、
温
室
効
果
ガ

ス
の
排
出
規
制
の
効
果
が
地
球
規
模

で
期
待
さ
れ
な
い
現
状
に
お
い
て
は
、

当
面
こ
の
傾
向
は
続
く
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

以
前
こ
の
コ
ラ
ム
で
、
地
方
の
中

小
企
業
の
経
営
者
は
未
来
に
起
こ
る

こ
と
を
予
測
し
て
、
そ
の
先
に
ビ
ジ

ネ
ス
視
点
で
網
を
張
る
こ
と
が
大
切

だ
と
お
伝
え
し
ま
し
た
。
今
回
は
、

ど
の
よ
う
に
し
て
未
来
を
予
測
す
れ

ば
い
い
の
か
、
そ
の
変
化
を
ビ
ジ
ネ

ス
の
世
界
に
ど
う
落
と
し
込
め
ば
い

い
の
か
、
そ
の
方
法
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
す
。

　

温
暖
化
も
一
つ
の
例
で
す
が
、
こ

の
先
10
年
、20
年
を
考
え
た
と
き
に
、

ど
の
時
点
で
ど
こ
ま
で
行
く
か
は
正

確
に
読
め
な
い
け
れ
ど
、
確
実
一
定

の
方
向
に
向
か
っ
て
い
る
よ
う
な
事

柄
は
い
く
つ
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
進
化
は
こ
の
先
も

後
戻
り
す
る
こ
と
な
く
、
進
ん
で
い

く
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
、
例
え
ば
情

報
処
理
速
度
や
通
信
速
度
の
向
上
と

い
う
形
で
表
れ
て
、
そ
の
結
果
、
自

動
運
転
や
自
動
翻
訳
な
ど
は
確
実
に

手
の
届
く
と
こ
ろ
に
降
り
て
く
る
と

予
想
さ
れ
ま
す
。
日
本
国
内
に
お
け

る
高
齢
化
や
少
子
化
も
そ
う
で
す
。

ま
た
、
数
値
で
は
捉
え
に
く
い
で
す

が
、
利
便
性
を
求
め
る
人
間
の
性
質

や
生
活
ス
タ
イ
ル
の
変
化
か
ら
見
て
、

例
え
ば
家
事
は
ま
す
ま
す
手
抜
き
で

き
る
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
し
、
冠

婚
葬
祭
と
い
っ
た
家
族
単
位
の
イ
ベ

ン
ト
も
ま
す
ま
す
簡
略
化
さ
れ
る
で

し
ょ
う
。

　

こ
う
し
た
ト
レ
ン
ド
を
、
自
分
の

ビ
ジ
ネ
ス
と
ど
う
関
連
付
け
る
の

か
。
消
費
ト
レ
ン
ド
の
変
化
を
具
体

的
に
予
測
し
て
い
く
た
め
に
、
私
自

身
は
次
の
よ
う
な
方
法
を
取
っ
て
い

ま
す
。
ま
ず
、
例
え
ば
「
温
暖
化
」

や
「
自
動
運
転
の
普
及
」
と
い
っ
た

ト
レ
ン
ド
軸
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
ど

の
よ
う
な
影
響
を
も
た
ら
す
か
を
五

つ
の
視
点
か
ら
見
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
そ
れ
は「
衣
食
住
」
と「
働
く
」

「
遊
ぶ
」
で
す
。
そ
し
て
そ
こ
か
ら

生
ま
れ
る
疑
問
を
Ａ
Ｉ
に
投
げ
て
み

る
の
で
す
。

　

例
え
ば
、「
食
」
の
視
点
で
「
温

暖
化
」
に
よ
っ
て
は
ど
ん
な
影
響
が

出
る
か
を
考
え
て
み
ま
す
。
す
で
に

熱
中
症
対
策
で
水
分
や
塩
分
摂
取
に

つ
い
て
気
を
付
け
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
先
、今
の
猛
暑
日（
最

高
気
温
35
度
以
上
、
東
京
で
は
今

年
29
日
）
と
同
じ
く
ら
い
の
頻
度
で

40
度
以
上
の
日
が
出
現
す
る
と
し
た

ら
、
食
生
活
は
ど
う
変
わ
る
で
し
ょ

う
か
。
Ａ
Ｉ
に
聞
い
て
み
た
ら
、
面

白
い
視
点
を
提
示
し
て
き
ま
し
た
。

「
水
分
を
多
く
取
る
た
め
、
胃
腸
の

調
子
を
崩
す
人
が
増
え
、
梅
干
し
や

発
酵
食
品
な
ど
食
欲
を
刺
激
し
た
り

胃
腸
の
調
子
を
整
え
た
り
す
る
よ
う

な
食
品
が
は
や
る
と
考
え
ら
れ
、
さ

ら
に
冷
た
い
も
の
を
避
け
る
人
が
増

え
る
た
め
『
ぬ
る
い
』
調
理
法
に
よ

る
食
品
が
数
多
く
登
場
す
る
で
し
ょ

う
」
と
の
こ
と
で
し
た
。
実
際
そ
の

通
り
に
な
る
か
ど
う
か
は
分
か
り
ま

せ
ん
が
、
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
が
生
ま

れ
る
可
能
性
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。
こ

ん
な
方
法
で
さ
ま
ざ
ま
な
ト
レ
ン
ド

を
分
析
し
つ
つ
、
Ａ
Ｉ
を
使
っ
て
具

体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
広
げ
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
。

地
域
経
済
ア
ナ
リ
ス
ト
／
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
　
　

渡
辺　

和
博

「
必
ず
や
っ
て
く
る

�

『
未
来
の
ト
レ
ン
ド
』
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
方
法
」

ト
レ
ン
ド
通
信

ト
レ
ン
ド
通
信
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「
会
社
防
災
の
す
す
め
」

　

今
年
も
大
雨
特
別
警
報
が
発
表

に
な
る
な
ど
、
被
害
の
大
き
い
自

然
災
害
が
頻
発
し
ま
し
た
。
会
社

の
災
害
対
策
は
で
き
て
い
ま
す
で

し
ょ
う
か
？

　

企
業
に
と
っ
て
、
突
然
や
っ

て
来
る
災
害
は
経
営
に
大
き
な
ダ

メ
ー
ジ
を
与
え
ま
す
。
主
要
な
事
業

が
被
災
す
る
と
売
り
上
げ
が
ぐ
っ

と
下
が
る
た
め
、
企
業
の
継
続
が

困
難
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

私
は
気
象
キ
ャ
ス
タ
ー
・
防
災

士
と
税
理
士
と
い
う
、
そ
れ
ぞ
れ

関
係
の
な
い
よ
う
な
仕
事
を
し
て

い
ま
す
が
、
お
互
い
を
つ
な
げ
ら

れ
た
ら
面
白
い
な
と
感
じ
て
お
り

ま
し
た
。
そ
の
中
で
見
つ
け
た
の

が
、
防
災
を
企
業
経
営
に
結
び
付

け
る
こ
と
で
す
。

　

近
年
は
災
害
へ
の
対
策
と
し

て
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）

が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
す
で
に

導
入
し
て
い
る
企
業
も
あ
る
か
と

思
い
ま
す
。
た
だ
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
策

定
す
る
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス

ク
を
想
定
す
る
た
め
、
作
業
が
煩

雑
で
な
か
な
か
大
変
で
す
。特
に
、

中
小
企
業
に
と
っ
て
は
負
担
が
大

き
く
な
り
ま
す
。
帝
国
デ
ー
タ
バ

ン
ク
の
調
査
で
も
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
策

定
し
て
い
る
中
小
企
業
は
17
％
ほ

ど
と
、
大
体
数
の
企
業
で
は
取
り

組
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
が
実
情
で

す
。
さ
ら
に
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
は
災
害
発

生
『
後
』
に
事
業
を
短
期
間
で
復

旧
さ
せ
る
経
営
計
画
で
あ
り
、
災

害
発
生
『
直
前
』
で
の
対
応
は
苦

手
で
す
。

　

そ
こ
で
、
私
が
新
し
く
考
案
し

た
の
が
、「
会
社
防
災
タ
イ
ム
ラ

イ
ン
」と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
す
。

こ
れ
は
、
災
害
発
生
に
備
え
、
発

生
前
は
「
自
然
災
害
の
会
社
へ
の

影
響
を
数
値
化
」、
直
前
は
「
気

象
情
報
を
活
用
し
被
害
を
軽
減
」、

被
災
後
は
「
早
期
の
復
旧
」
と
い

う
時
系
列
の
流
れ
で
会
社
の
人
と

資
産
を
守
る
取
り
組
み
で
す
。
想

定
さ
れ
る
災
害
を
自
然
災
害
に
限

定
し
、
と
り
わ
け
予
測
が
可
能
な

気
象
災
害
に
注
目
す
る
こ
と
で
、

作
成
作
業
の
負
担
が
少
な
く
な

り
、
リ
ス
ク
評
価
も
し
や
す
く
な

り
ま
す
。

　

特
に
重
視
し
た
い
の
が
、
災
害

発
生
直
前
の
対
応
で
す
。
災
害
が

迫
っ
て
い
る
中
で
適
切
に
対
応
す

る
こ
と
で
、
事
前
の
対
策
が
最
大

限
の
効
果
を
発
揮
し
、
想
定
さ
れ

た
復
旧
費
用
の
減
少
や
復
旧
期
間

の
短
縮
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

こ
こ
で
役
立
つ
の
が
、
気
象
情

報
で
す
。
気
象
キ
ャ
ス
タ
ー
を
し

て
い
る
と
、
災
害
発
生
の
予
測
精

度
が
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
実

感
し
ま
す
。
住
民
の
避
難
に
向
け

て
の
情
報
で
あ
る
気
象
情
報
を
企

業
向
け
に
読
み
替
え
る
こ
と
で
、

発
表
さ
れ
る
情
報
の
タ
イ
ミ
ン
グ

に
合
わ
せ
た
対
応
が
可
能
に
な
り

ま
す
。
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
形
式
で
取

り
組
み
を
設
定
す
る
こ
と
で
、
災

害
発
生
直
前
で
も
今
何
を
す
べ
き

か
が
分
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

災
害
に
お
い
て
、
一
番
大
切
な

の
は
人
の
命
で
す
。
た
だ
、
災
害

で
会
社
が
な
く
な
る
と
、
被
災
後

の
生
活
に
大
き
な
影
響
が
出
て
き

ま
す
。
会
社
を
災
害
か
ら
守
る
こ

と
も
考
え
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

気
象
予
報
士
兼
税
理
士

　

藤
富　

郷

「会議所だより」に広告を掲載される
会員事業所を募集しております!!

【掲載料】
約45mm×約85mm

11,000円～
問合せ　館山商工会議所問合せ　館山商工会議所
　　　　℡ 0470-22-8330　　　　℡ 0470-22-8330

  新入会員募集中！
皆さまのお知り合いで、最近事業をはじめた方や、まだ会員
でない方などいらっしゃいましたら、是非ご紹介ください。

お問い合わせは 館山商工会議所まで  ℡ 22-8330℡ 22-8330

◆ 講演会・研修会などが、おもに無料で受講できます。
◆ 各種公的資金融資の斡旋・資金繰りの相談が受けられます。
◆ 経営に関する各種の相談・指導を受けることができます。
◆ 各種共済・保険などへ割安な掛金で加入できます。
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2026年「大吉招福ごよみ」開運カレンダー
～先着30名様にプレゼント～

 
当所作成の 2026 年 ｢大吉招福ごよみ｣ 開運カレン
ダーを、会員の中から先着 30 名様に差し上げます｡

ご希望の方は☎22-8330までお申し込み下さい｡

【館山商工会議所　青年部員を募集中！】

青年部では、会員事業所の後継ぎや社員の皆様で、私
達と一緒に活動してくれる仲間を募集しています！
青年部には様々な年代・業種のメンバーが所属してお
り、交流と研鑽を通じて豊かで住みよい地域づくり及
び自社の発展を目指して日々活動しております。

※�入部についての詳しいお問い合わせは、館山商工会議所
青年部事務局　22－8330　までお気軽にどうぞ！

充実した設備と細かいサービス
大型カラー印刷機完備 !!

お気軽にお問合せください

○チラシ・パンフレット印刷
○オンデマンド印刷
　データ入稿～印刷～製本
○記念誌・自分史・郷土史・写真集・自費出版

　etc…

館山本社・館山工場
館山市山本226　
〒294-0014
TEL.0470-22-2277
FAX.0470-23-2278

千葉支社（経営本部）
千葉市中央区生実町2498-8　
〒260-0813
TEL.043-300-8661
FAX.043-300-8665

事業所名 代表者 住　所 営業種目

【会員】 インフィニティ 安藤　輝 北条 2550-67-2F 飲食業

〃 税理士法人千葉トラスト会計 葛西　博 北条 1454-1 税理士業

新入会員紹介 どうぞよろしくお願いいたします！

青
年
部
の
窓

館
山
駅
ロ
ー
タ
リ
ー
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
事
業

　
11
月
27
日
に
館
山
駅
東
口
ロ
ー
タ
リ
ー
に
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
の
設
置
を
行
い
ま
し
た
！

　
観
光
や
帰
省
で
館
山
駅
を
訪
れ
る
方
々
を
温
か
く
お
迎
え
し

ま
す
！

　
少
し
で
も
皆
さ
ん
の
憩
い
の
場
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
ぜ
ひ
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

【
点
灯
期
間
】　
12
月
上
旬
か
ら
来
年
２
月
14
日
　
予
定



会 議 所 だ よ り
令 和 7 年 12 月 10 日（8）

　

い
ま
「
転
売
ヤ
ー
」
が
問
題

に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、人
気

の
あ
る
品
物
を
競
っ
て
買
い
求

め
、値
上
が
り
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ

で
売
り
払
う
人
々
は
ネ
ッ
ト
社

会
が
成
立
す
る
前
か
ら
存
在
し

た
。
労
力
を
使
わ
ず
も
う
け
た

い
と
い
う
の
は
人
間
の
さ
が
な
の

だ
ろ
う
。

　

じ
つ
は
明
治
初
年
、ウ
サ
ギ
の

転
売
が
社
会
問
題
に
な
っ
て
い

る
。築
地
の
居
留
地
に
い
た
外
国

人
が
国
内
に
持
ち
込
み
、こ
れ
を

好
事
家
が
面
白
が
っ
て
手
に
入

れ
た
の
が
始
ま
り
だ
っ
た
。「
こ

れ
は
売
れ
る
」と
踏
ん
だ
の
だ
ろ

う
、翌
年
か
ら
変
わ
っ
た
毛
色
や

耳
の
形
を
し
て
い
る
ウ
サ
ギ
を
、

外
国
人
た
ち
が
国
内
に
持
ち
込

む
と
、
金
持
ち
が
喜
ん
で
購
入

し
た
。結
果
、外
国
産
の
ウ
サ
ギ

の
値
は
高
騰
。す
る
と
人
々
が
こ

ぞ
っ
て
投
機
目
的
で
ウ
サ
ギ
を

飼
育
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

料
亭
で
は
「
兎
会
」
と
称
す

る
品
評
会
兼
販
売
会
が
開
か
れ

た
。
外
に
列
を
な
す
会
場
も
珍

し
く
な
か
っ
た
。
変
わ
っ
た
色
や

姿
の
ウ
サ
ギ
だ
と
１
匹
二
、三
百

円
の
値
が
付
い
た
。最
高
記
録
は

明
治
６（
１
８
７
３
）
年
の
、耳

の
毛
が
黄
色
い
６
０
０
円
の
ウ
サ

ギ
。
警
察
官
の
初
任
給
が
ひ
と

月
４
円
の
時
代
だ
。

　

世
間
で
は
、
相
撲
番
付
に
見

立
て
た
兎
番
付「
東
花
兎
全
盛
」

が
販
売
さ
れ
た
り
、ウ
サ
ギ
の
名

を
冠
し
た
芝
居
が
開
か
れ
た
り

す
る
な
ど
、世
は
ウ
サ
ギ
・
バ
ブ

ル
に
浮
か
れ
て
い
っ
た
。

　

当
然
、
悪
い
業
者
が
現
れ
て

く
る
。薬
品
や
絵
の
具
で
白
い
ウ

サ
ギ
を
カ
ラ
フ
ル
に
染
め
、本
物

だ
と
偽
っ
て
高
値
で
売
る
詐
欺

商
法
が
出
て
き
た
。ウ
サ
ギ
熱
に

取
り
つ
か
れ
、娘
を
売
っ
て
ウ
サ

ギ
を
買
お
う
と
す
る
愚
か
者
も

現
れ
た
。

　

見
過
ご
せ
な
い
と
思
っ
た
東

京
府
は
、ウ
サ
ギ
の
売
買
市
を

禁
止
し
た
が
、
バ
ブ
ル
に
浮
か

れ
た
連
中
は
言
う
こ
と
を
聞
か

ず
、
ウ
サ
ギ
の
売
買
は
や
ま
な

か
っ
た
。
そ
こ
で
明
治
６
年
12

月
、
東
京
府
は
ウ
サ
ギ
税
を
導

入
す
る
こ
と
に
し
た
。買
っ
た
者

の
名
前
を
控
え
て
お
く
よ
う
業

者
に
通
達
し
、
ま
た
、
所
有
者

は
役
所
に
届
け
出
る
よ
う
促
し

た
。そ
し
て
、飼
い
主
に
ウ
サ
ギ

１
匹
に
つ
き
月
１
円
の
税
を
納

め
さ
せ
た
の
だ
。無
断
で
飼
育
し

た
こ
と
が
分
か
れ
ば
、１
匹
に
つ

き
２
円
の
罰
金
を
徴
収
す
る
と

し
た
。当
時
の
１
円
で
米
が
30
㎏

ぐ
ら
い
買
え
て
し
ま
う
。そ
れ
が

毎
月
徴
収
さ
れ
る
の
だ
。

　

こ
れ
を
知
っ
て
人
々
は
仰
天
、

飼
っ
て
い
る
ウ
サ
ギ
を
タ
ダ
で
町

行
く
人
に
あ
げ
た
り
、川
へ
捨
て

た
り
、肉
と
し
て
売
っ
た
り
し
て

し
ま
っ
た
。河
原
の
土
手
は
ウ
サ

ギ
だ
ら
け
に
な
っ
た
と
い
う
。ウ

サ
ギ
の
値
は
暴
落
し
、ウ
サ
ギ
に

熱
狂
し
た
人
の
中
に
も
、財
産
を

失
い
没
落
す
る
者
が
続
出
し
た
。

　

た
だ
、人
間
は
懲
り
な
い
も
の

で
あ
る
。
明
治
７（
１
８
７
４
）

年
の
夏
以
降
、
再
び
変
わ
り
ウ

サ
ギ
を
買
う
こ
と
が
流
行
し
た

の
だ
。業
者
が
巧
み
に
仕
掛
け
た

ら
し
い
。人
々
は
こ
っ
そ
り
高
値

で
珍
し
い
ウ
サ
ギ
を
手
に
入
れ
、

こ
れ
を
飼
っ
て
楽
し
ん
だ
。前
回

ほ
ど
高
値
に
は
な
ら
な
か
っ
た

が
、そ
れ
で
も
１
匹
数
十
円
で
取

り
引
き
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
っ

た
。が
、こ
れ
に
気
付
い
た
警
視

庁
が
隠
し
飼
い
し
て
い
る
好
事

家
を
摘
発
し
て
罰
金
を
科
し
て

い
っ
た
た
め
、つ
い
に
２
度
目
の

ウ
サ
ギ
・
バ
ブ
ル
も
は
じ
け
た
の

で
あ
る
。い
つ
の
時
代
も
、
楽
し

て
も
う
か
る
と
い
う
う
ま
い
話

は
存
在
し
な
い
の
だ
。

歴
史
作
家　
　

河
合　

敦

「
ウ
サ
ギ
・
バ
ブ
ル
は
じ
け
る
」


